
  

 

令和５年１０月２３日 

 

第２３回「物流連懇談会」を開催 

全日本空輸株式会社様による 

「国際航空貨物の市場動向とＡＮＡの戦略について」と題する講演開催 
 

（一社）日本物流団体連合会（真貝康一会長）は、１０月１９日（木）、東京都港区の第一ホテル

東京において、第２３回「物流連懇談会」を開催しました。この物流連懇談会は、物流業界の幅広

い会員の参加を得て、会員への情報提供、会員相互の情報交換・交流のために行われているもので

す。今回は、全日本空輸株式会社 取締役専務執行役員である外山俊明氏から「国際航空貨物の市場

動向とＡＮＡの戦略について」と題する講演が行われ、会員企業の代表者や幹部など６８名の参加

がありました。冒頭、真貝物流連会長の挨拶ののち、講演会が開始されました。 

まず初めに、ＡＮＡの貨物事業の概要について紹介がなされた後、昨今の国際航空貨物の市場動

向、航空貨物の機会と課題、ＡＮＡの貨物戦略というテーマに沿って講演が進められました。 

世界経済の成長に合わせて航空貨物市場も成長を続けており、サプライチェーンの変化、ニーズ

の変化によりモノの流れが変わり、スピードと情報可視化が問われる時代になりつつある昨今、人

手不足、航空貨物輸送を構築する関係者間の情報連携の不足、環境対策等の課題にも向き合いなが

ら『Smart Cargoモデル』の実現に向けたＡＮＡの様々な戦略を紹介していただきました。 

多様化するニーズに対応できる貨物便ネットワークの構築、成田空港に新設されるＡＮＡ最大の

貨物上屋(第８貨物ビル/2024年 10月運用開始予定)への施設集約と最新自動化技術導入による顧客

の利便性向上、新システムを活用した顧客へのタイムリーでシームレスな情報提供によるサービス

品質の向上、業務プロセスの効率化による社員の働き方変革、医薬品・生鮮品輸送の品質認証プロ

グラムＩＡＴＡ ＣＥＩＶ認証の取得による世界基準の安全な輸送品質等、貨物戦略の具体的事例を

示されＡＮＡの目指す持続的な成長を実現していくとのことでした。 

最後に、ＡＮＡは高品質でサスティナブルな航空輸送サービスにより、顧客や社会のあらゆるニ

ーズや期待に応えていく、として講演を終えられました。 

講演後の質問についても、外山専務から詳細かつ丁寧な回答をいただき、盛況のうちに物流連懇

談会を終えることができました。 
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担当：森下 

 

 

 

 

 



 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

懇談風景 講演会風景 

真貝会長の挨拶

 

講演する外山専務 講演する外山専務 


